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１
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る
池
高

　
本
年
度
１
０
０
年
の
節
目
を
迎
え

る
県
立
池
新
田
高
等
学
校
。
同
校
の

卒
業
生
は
２
万
人
を
超
え
ま
す
。

　
前
身
は
、笠
南
農
業
補
習
学
校
で
、

大
正
８
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
当

時
の
池
新
田
村
の
村
長
で
あ
っ
た
松

本
愛
太
郎
氏
ら
が
主
と
な
り
、
学
校

設
立
の
方
針
が
取
り
決
め
ら
れ
た
と

い
い
ま
す
。
そ
の
後
、
池
新
田
第
一

尋
常
高
等
小
学
校
に
付
設
さ
れ
、
同

年
４
月
10
日
に
新
発
足
し
ま
し
た
。

　
大
正
15
年
に
は
、
笠
南
公
民
実
業

学
校
と
改
称
。
組
織
編
成
な
ど
を
経

て
、
昭
和
３
年
３
月
「
池
新
田
村
外

９
カ
村
組
合
立
池
新
田
農
業
学
校
」

が
設
立
さ
れ
ま
す
。
初
代
校
長
に
は

丸
尾
謙
二
氏
が
就
任
し
、
専
門
の
教

師
も
配
属
さ
れ
中
等
学
校
と
し
て
の

環
境
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
当
時
は
経
済
不
況
で
、
学

校
も
財
政
難
で
し
た
。
丸
尾
謙
二
校

長
は
、
私
財
を
投
入
し
学
校
経
営
に

あ
た
り
ま
す
。
教
職
員
の
給
料
の
一

部
も
学
校
へ
寄
付
、
運
動
場
や
実
習

地
の
整
地
も
生
徒
や
教
職
員
の
勤
労

作
業
で
実
施
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　
そ
の
後
も
周
辺
の
町
村
が
組
合
へ

加
入
。
昭
和
22
年
に
は
県
立
移
管
さ

れ
、
県
立
池
新
田
農
学
校
と
な
り
ま

す
。
翌
23
年
４
月
に
は
学
制
改
革

で
、
現
在
の
校
名
と
同
じ
県
立
池
新

田
高
等
学
校
（
以
下
、池
新
田
高
校
）

に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
、
普
通
科

１
０
０
人
、
農
業
科
１
０
０
人
で
、

中
学
校
も
併
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
同
年
９
月
に
は
定
時
制
課
程
が
併

設
。
横
須
賀
町
に
分
校
も
開
校
し
ま

し
た
が
、
25
年
３
月
の
横
須
賀
高
等

学
校
の
独
立
に
よ
っ
て
分
校
は
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
社
会
情
勢
の
変
化
に

よ
っ
て
、
大
学
進
学
希
望
者
や
農
業

以
外
の
就
職
希
望
者
が
激
増
し
、
定

時
制
と
農
業
志
望
の
学
生
は
減
少
し

て
い
き
ま
す
。
そ
の
影
響
で
、
38
年

４
月
に
定
時
制
の
募
集
停
止
、
続
い

て
41
年
４
月
に
農
業
科
も
募
集
停
止

と
な
り
、
普
通
科
の
み
と
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
変
遷
を
経
な
が
ら
も

同
校
は
、
本
地
域
の
重
要
な
教
育
拠

点
と
し
て
、
今
も
な
お
大
勢
の
卒
業

生
を
社
会
へ
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

県
教
委
が
統
合
計
画
を
示
す

　
県
教
育
委
員
会
は
平
成
29
年
11
月

14
日
、
県
立
高
校
第
３
次
長
期
計
画

案
を
ま
と
め
公
表
し
ま
し
た
。
計
画

は
、
２
０
２
８
年
度
を
目
安
に
全
日

制
の
県
立
高
校
を
82
校
に
減
ら
す
と

い
う
も
の
。
少
子
化
に
よ
る
生
徒
数

の
減
少
に
備
え
る
た
め
の
措
置
で
、

２
０
２
３
年
度
に
伊
東
市
に
あ
る
伊

東
、
同
校
城
ケ
崎
分
校
、
伊
東
商
の

３
校
を
統
合
。
２
０
２
６
年
度
に
本

市
に
立
地
す
る
池
新
田
と
横
須
賀
の

２
校
を
、
２
０
２
７
年
度
に
は
沼
津

市
に
あ
る
沼
津
城
北
、
沼
津
西
の
２

校
を
統
合
し
、
新
し
い
高
校
に
再
編

す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　
県
教
委
は
、
学
校
の
活
性
化
に
は

多
様
な
科
目
や
部
活
動
の
維
持
が
欠

か
せ
な
い
と
し
て
、
県
立
高
校
の
適

正
規
模
を
１
学
年
６
～
８
学
級
と
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
対
象
は
、
今
後

10
年
間
で
１
学
年
が
４
学
級
以
下
に

減
る
と
見
込
ま
れ
る
高
校
を
再
編
整

備
の
対
象
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
池
新
田
と
横
須
賀
を
統
合
す
る
方

針
を
巡
っ
て
は
、
両
市
で
高
校
存
続

を
求
め
る
声
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
計
画
案
に
対
す
る
意
見
公
募
の

５
７
０
件
中
、
５
１
５
件
が
両
校
の

統
合
に
関
す
る
意
見
で
、
大
半
は
統

合
に
懸
念
を
示
す
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
地
区
の
新

構
想
高
校
の
設
置
場
所
の
決
定
は

２
０
２
１
年
度
末
の
予
定
で
す
。

　　　　　池新田高校の主な沿革
年次 内容

大正８年 笠南農業補習学校設立認可
15 年 笠南公民実業学校と改称

昭和３年 池新田村外９カ村組合立池新田農業学校設立認可
４年 現在地に本館新築、４月 28 日を開校記念日に制定
５年 校旗制定
６年 相良町が加入し池新田村外 10 カ村組合立となる
11 年 校歌制定
15 年 池新田村外 22 カ村組合立となる
16 年 池新田町外 22 カ村組合立となる
19 年 女子部付設認可
22 年 県立移管、県立池新田農学校と改称
23 年 学制改革、県立池新田高等学校へ

横須賀分校定時制課程設置認可
25 年 横須賀分校廃止
29 年 山内二郎さんアジア大会10000ｍ出場
30 年 　ユニバーシアード大会  5000ｍ出場
33 年 　　　　　　アジア大会10000ｍ出場
38 年 定時制課程募集停止
39 年 第１回砂丘マラソン大会開催
41 年 農業科募集停止
46 年 匂坂清貴さん 1500ｍ全国高校新記録樹立
53 年 植田恭史さん　　アジア大会三段跳出場
54 年 同窓会館しぶき寮落成
57 年 植田恭史さん　　アジア大会三段跳出場
59 年 　ロサンゼルスオリンピック三段跳出場
63 年 秋季高校野球県大会優勝、春の選抜補欠校

平成５年 現在の校舎（普通教室棟）落成
15 年 丸尾記念館落成
18 年 県立袋井養護学校御前崎分校開校
20 年 県立袋井特別支援学校御前崎分校に改名
26 年 砂丘マラソン第 50 回記念大会
27 年 県立掛川特別支援学校御前崎分校に改名

令和元年 普通教室へエアコン設置整備（創立 100 周年記念事業）
創立 100 周年

こ
の
地
に
設
立
さ
れ
１
０
０
年

ま
ち
唯
一
の
高
校
が
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す

今
回
は
池
新
田
高
校
の
必
要
性
を
考
え
ま
す

初代校長　丸尾謙二
28 歳で校長に就任。私
財を投入し、学校経営に
あたった。建学の精神を
「礼譲・勤労・協同」に
表現。17年間にわたり本
地の教育で敏腕を振るっ
た後、政界へと進出した。

池新田農学校発足当時の校舎　昭和３年

農学校の温室 砂丘マラソン　昭和 43年

池新田高校出身の著名人

山内二郎 陸上選手
アジア大会出場

植田恭史 陸上選手
オリンピック出場

長尾　旬 元プロ野球

佐藤康幸 元プロ野球

清水園美 女優

栗山さやか 海外での
支援活動

ＭＯＣＫＹ Ｊａｍ９/ＤＪ

う
ら
ん
ま
ち
の

県
教
委
が
横
須
賀
高
と
の
統
合
の
方
針
示
す

池
新
田
高
校
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池
新
田
高
校
は
、
小
笠
・
掛
川
地

区
か
ら
大
勢
の
生
徒
が
通
う
学
校
で

す
。
特
に
市
内
在
住
の
生
徒
の
占
め

る
割
合
は
多
く
、
本
年
５
月
１
日
現

在
の
生
徒
数
３
９
７
人
の
う
ち
、
約

半
数
と
な
る
２
０
１
人
が
市
内
出
身

者
で
す
。
学
区
制
が
撤
廃
さ
れ
る
以

前
は
、
１
０
０
０
人
以
上
の
生
徒
が

お
り
、
そ
の
約
７
割
が
浜
岡
中
学
校

か
ら
進
学
し
た
生
徒
だ
っ
た
と
卒
業

生
は
い
い
ま
す
。
同
校
は
、
昔
も
今

も
地
元
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
場

と
し
て
必
要
不
可
欠
な
学
校
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
池
新
田
高
校
の
昨
年
度
の
卒
業
生

の
進
路
状
況
は
、
進
学
61
人
、
就
職

78
人
で
す
。
就
職
希
望
者
78
人
の
う

ち
、
51
人
が
小
笠
・
掛
川
管
内
へ
就

職
し
て
お
り
、
市
内
企
業
へ
は
17
人

が
就
職
し
て
い
ま
す
。
同
校
進
路
課

の
松
永
行
弘
課
長
は
、「
地
元
の
企

業
を
知
る
『
企
業
セ
ミ
ナ
ー
』
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ

て
、
地
元
企
業
の
魅
力
に
気
付
い
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
管

内
の
企
業
か
ら
は
、
本
校
か
ら
優
秀

な
人
材
を
確
保
し
た
い
と
話
を
聞
き

ま
す
。
本
校
の
生
徒
は
、
地
元
に
愛

着
を
持
っ
て
い
る
生
徒
が
多
く
、
将

来
は
、
ま
ち
を
も
っ
と
よ
く
し
た
い

と
力
を
発
揮
し
て
く
れ
る
人
材
が
多

い
と
感
じ
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
同

校
の
生
徒
は
、
市
内
や
管
内
の
産
業

発
展
に
広
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

■市出身者の在学者数と全校生徒数に対する割合
１年 ２年 ３年 計 全校 全校比

浜岡中学校 51 42 48 141 397 35.5％
御前崎中学校 29 13 18 60 15.1％
学年計 80 55 66 - - -

令和元年５月１日現在

人数 割合
進学 61 43.6％
就職 78 55.7％

その他 1 0.7％
計 140 -

■平成 30 年度の進路状況
人数 割合

小笠・掛川管内 51 65.4％
県内（管内以外） 21 26.9％
県外 6 7.7％

計 78 -

■就職先の内訳 平成 30 年度

H25 H26 H27 H28 H29 H30
21 26 16 15 25 17

■過去６年間に市内企業へ就職した生徒数 年度

池高がもたらす付加価値
実績値と声で同校がまちにもたらす効果を再確認します

▲企業セミナー
地元にどんな企業があるのか
を知るために開催される

▲シアワセミライカイギ
シティプロモーションの一翼
を担ってもらおうと開催

「池高生から元気や
　　　パワーをもらえます」
　仕事で池高生と触れ合う機会がありますが、どの子も礼儀正
しくて、受け応えもしっかりしており、学校や家庭でしっかり
教育されているんだなと感じます。また、子どもたちはパワー
があり、会話しているだけでこちらが元気になります。
　池高の部活動が上位大会に出場すると学校はもちろん、地域
も盛り上がります。私は高校時代、吹奏楽部に所属し部活動に
没頭していました。３年間で得た経験や感動は今でも財産に
なっています。

卒業生
栗田敏恵さん

卒業生
河原﨑健司さん

「卒業生は市内で活躍
　池高の果たす役割大きい」
　私が高校生の時は、全校生徒が約 1,300 人いました。そのう
ち浜岡中学校の卒業生が 3分の２程度。その卒業生は今、市内
の会社で大勢活躍しています。また、地域も盛り上げています。
池新田高校の果たしている役割は非常に大きいと思います。
　高校が無くなってしまったら今以上に若者の人口流出が増え
ると思います。外に出てしまったらなかなか帰ってきてくれま
せん。若い人が少なくなれば地元の活気も無くなるだろうし、
市内企業にも影響が出るでしょう。

同校元教諭、卒業生
河原﨑全教育長

「池新田高校は昔も今も
優秀な人材を輩出している」
　池新田高校は、常に地域と共に歩み、親しまれ、地元に貢献
する人材を昔も現在も大勢輩出しています。以前は、「高校＝
池高」というのが主でしたが、昨今の中学生の進路選択は、学
区制の撤廃や個人の意識、価値観の多様化の中で、広域のさま
ざまな公私立校が対象になってきています。
　園から高校まで途切れのない教育を展開している当市にとっ
て、同校は欠くことができません。高校の存続をしっかり意思
表示することが私たちに求められていると思います。

うらんまちの池新田高校
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池
新
田
高
校
同
窓
会
が
５
月

１
日
、
高
校
に
隣
接
す
る
丸
尾

記
念
館
で
住
民
や
卒
業
生
と
の

交
流
会
「
語
ろ
う
！
池
高
愛
・

未
来
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
イ

ベ
ン
ト
は
、
県
教
委
が
公
表
し

た
横
須
賀
高
校
と
の
統
合
計
画

を
受
け
、
両
校
の
存
続
に
向
け

て
住
民
や
卒
業
生
の
機
運
を
高

め
た
い
と
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
同
校
の
生
徒
会

や
同
窓
会
役
員
が
、
卒
業
生
ら

と
統
合
問
題
を
議
論
し
た
り
、

卒
業
ア
ル
バ
ム
や
写
真
を
見
た

り
し
て
は
思
い
出
話
に
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
が
同
校
に
対
す
る
思

い
を
つ
づ
っ
た
寄
せ
書
き
も
企

画
さ
れ
、「
存
続
し
て
も
ら
い

た
い
」「
池
高
大
好
き
」「
池
高

卒
業
に
誇
り
を
も
っ
て
い
る
」

と
い
っ
た
付
せ
ん
が
貼
り
付
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
創
立
１
０
０
年
を
迎
え
、
学

校
の
存
在
が
当
た
り
前
に
な
っ

て
い
る
現
在
、
ま
ち
唯
一
の
高

校
が
統
合
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

に
実
感
が
湧
か
な
い
人
も
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
同

校
が
地
域
や
地
元
企
業
の
発

展
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
も

た
ら
す
影
響
は
多
大
で
す
。
ま

ず
は
同
校
に
関
心
を
持
つ
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。　
　
終

　
平
成
29
年
11
月
、
県
教
委
が

県
立
高
校
第
３
次
長
期
計
画
案

を
公
表
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
受

け
同
窓
会
で
は
、
卒
業
生
や
地

域
の
方
々
か
ら
統
合
に
対
す
る

意
見
を
聞
き
、
意
見
書
と
し
て

県
教
委
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
池
新
田
高
校
は
、
ま
ち
の
活

性
化
に
寄
与
し
、
地
域
で
も
存

在
感
の
あ
る
学
校
で
す
。
人
口

３
万
人
以
上
の
ま
ち
で
高
校
が

な
い
地
域
は
全
国
的
に
も
あ
り

ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
の
教
育

の
機
会
の
均
等
を
確
保
す
る
た

め
に
も
池
新
田
高
校
を
守
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

　
高
校
の
存
続
は
、
ま
ち
の
将

来
に
も
関
わ
る
重
要
な
こ
と
で

す
。
今
後
は
、
地
域
の
問
題
と

し
て
、
ま
ち
一
体
と
な
っ
た
対

策
を
考
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
卒
業
生
だ
け
に
限
ら
ず
、
市

民
の
人
に
は
横
須
賀
高
校
と
の

統
合
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

11
月
13
日
㈬
に
は
、
１
０
０
周

年
の
記
念
式
典
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
毎
年
し
ぶ
き

祭
や
野
球
部
の
定
期
戦
、
吹
奏

楽
部
の
定
期
演
奏
会
と
い
っ
た

イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

来
場
い
た
だ
き
、
学
校
を
も
っ

と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

うらんまちの池新田高校 産
業
・
文
化
の
発
展
、
地
域
社
会
の
振
興
を
支
え

地
域
に
親
し
ま
れ
、
地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
池
新
田
高
校

　
池
新
田
高
校
は
、
大
正
8
年

に
地
域
産
業
の
中
核
で
あ
る
農

業
を
担
う
人
材
育
成
を
目
的
に

開
校
し
ま
し
た
。
以
来
、大
正
、

昭
和
、
平
成
と
い
う
時
代
の
中

で
、社
会
の
要
請
に
応
え
つ
つ
、

産
業
・
文
化
の
発
展
、
地
域
社

会
の
振
興
を
支
え
、
2
万
人
を

超
え
る
有
為
な
人
材
を
輩
出
し

わ
が
国
お
よ
び
地
域
の
繁
栄
に

寄
与
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
野
球
、
陸
上
競
技
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、剣
道
、柔
道
、

吹
奏
楽
な
ど
の
部
活
動
に
お
け

る
活
躍
は
、
地
域
に
活
力
を
与

え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
り
、
同

校
が
地
元
の
期
待
を
一
心
に
背

負
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き

る
も
の
で
し
た
。
ま
さ
に
地
域

に
開
か
れ
親
し
ま
れ
、
地
域
と

と
も
に
歩
む
学
校
と
し
て
連
綿

と
続
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
同
校
の
隆
盛
は
、

組
合
立
池
新
田
農
学
校
の
初
代

校
長
で
あ
っ
た
丸
尾
謙
二
先
生

の
、
教
育
に
献
身
す
る
だ
け
で

な
く
、
私
財
を
投
じ
る
な
ど
本

校
運
営
の
安
定
の
た
め
に
苦
心

さ
れ
た
御
功
績
の
賜
物
で
あ
り

銘
記
す
べ
き
も
の
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
現
在
に
至
る
ま
で
に
は
、
そ

の
時
々
の
生
徒
は
も
と
よ
り
、

歴
代
の
教
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
同

窓
会
、
地
域
住
民
な
ど
数
え
切

れ
な
い
ほ
ど
大
勢
の
人
の
努
力

が
あ
り
、
そ
の
築
か
れ
た
歴
史

と
伝
統
は
長
く
守
ら
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
時
代
は
新
た
に
令
和
の
世
に

入
り
、
生
徒
数
の
減
少
、
社
会

情
勢
の
変
化
、
個
人
の
意
識
・

価
値
観
の
多
様
化
の
中
で
、
新

構
想
高
校
に
改
編
と
い
う
新
た

な
動
き
が
出
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
池
新
田
高
校
は
本

市
唯
一
の
高
校
で
す
。
今
後
と

も
可
能
な
限
り
の
支
援
を
続
け

て
い
く
所
存
で
す
。

栁澤重夫市長

同窓会長
赤堀吉史さん

高
校
存
続
は
ま
ち
の
将
来
に
関
わ
る

ま
ず
は
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い

ト
ッ
プ
が
語
る
地
元
に
池
新
田
高
校
が
必
要
な
理
由

池高への
思いを
つづる
「語ろう！池高愛・未来」での
寄せ書きの一部（５月１日）
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避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
明
確
化

　
昨
年
、
西
日
本
を
中
心
に
「
平
成

30
年
７
月
豪
雨
」
が
、
広
範
囲
で
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
尊
い
命
が

失
わ
れ
ま
し
た
。
災
害
時
は
、
気
象

庁
や
自
治
体
な
ど
が
た
く
さ
ん
の
防

災
情
報
を
発
信
し
、
避
難
も
呼
び
か

け
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、

情
報
量
が
多
い
う
え
に
、
分
か
り
づ

ら
い
内
容
だ
っ
た
こ
と
で
、
大
多
数

の
住
民
が
う
ま
く
活
用
で
き
な
い
状

況
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
専
門
家

ら
が
指
摘
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
国
は
、
災
害
が
発
生
す
る

可
能
性
の
高
ま
り
に
応
じ
、
住
民
の

避
難
行
動
な
ど
を
支
援
す
る
情
報
の

発
信
が
必
要
だ
と
考
え
、「
避
難
勧

告
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

改
訂
し
ま
し
た
。

　
自
然
災
害
の
猛
威
は
、
突
然
襲
い

か
か
っ
て
き
ま
す
。
避
難
す
る
か
、

し
な
い
か
は
自
身
の
判
断
と
行
動
に

委
ね
ら
れ
ま
す
。
今
回
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
従

来
の
情
報
に
加
え
、
自
分
の
判
断
で

避
難
行
動
で
き
る
よ
う
、
そ
の
判
断

基
準
と
な
る
５
段
階
の
分
か
り
や
す

い
警
戒
レ
ベ
ル
情
報
も
発
信
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
警
戒
レ
ベ
ル
３
で
「
避
難
準
備
・

高
齢
者
等
避
難
開
始
」
が
発
令
さ
れ

ま
す
。
対
象
地
区
の
高
齢
者
や
乳
幼

児
の
い
る
家
族
な
ど
、
素
早
く
行
動

で
き
な
い
人
は
避
難
を
開
始
し
、
そ

れ
以
外
の
人
は
避
難
準
備
を
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
警
戒
レ
ベ
ル
４
は
「
避
難
勧
告
」
か

「
避
難
指
示
（
緊
急
）」
が
発
令
さ
れ
ま

す
。
対
象
地
区
の
人
は
、
全
員
避
難

と
な
り
ま
す
。「
避
難
指
示（
緊
急
）」

は
、地
域
の
状
況
に
応
じ
て
緊
急
的
、

重
ね
て
避
難
を
促
す
場
合
に
発
令
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、「
避
難
指
示
（
緊

急
）」
は
必
ず
発
令
さ
れ
る
情
報
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
避
難
勧
告
」
で

の
避
難
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

　
警
戒
レ
ベ
ル
５
の
「
災
害
発
生
情

報
」
は
、
災
害
が
実
際
に
発
生
し
て

い
る
こ
と
を
行
政
が
把
握
し
た
場
合

に
可
能
な
範
囲
で
発
令
さ
れ
ま
す
。

　
大
雨
は
、
が
け
崩
れ
や
地
滑
り
な

ど
の
土
砂
災
害
に
つ
な
が
り
ま
す
。

避
難
の
最
中
も
災
害
に
巻
き
込
ま
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
平
常
時
か

ら
防
災
マ
ッ
プ
な
ど
で
自
宅
周
辺
や

地
域
の
危
険
箇
所
、
避
難
場
所
や
避

難
経
路
を
確
認
し
て
お
き
、
同
報
無

線
な
ど
で
防
災
情
報
の
発
信
や
避
難

が
呼
び
か
け
ら
れ
た
場
合
は
、
迅
速

に
避
難
で
き
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【災害警戒レベル情報表】
 　警戒レベル１・２▶気象庁発表、警戒レベル３以上▶御前崎市が発表

警戒レベル 私たちが取るべき行動 行動を促す情報
（行政からの情報）

防災気象情報
（気象庁が発表する情報）

警戒レベル５ 命を守る最善の行動 災害発生情報
（できる範囲で発表される）

指定河川洪水予報
土砂災害警戒情報

警報
危険度分布など

警戒レベル４ 全員避難 避難勧告、避難指示（緊急）

警戒レベル３ 高齢者などは避難
（他の住民は準備） 避難準備・高齢者等避難開始

警戒レベル２ 避難行動の確認 注意報

警戒レベル１ 心構えを高める 警報級の可能性

近
年
、
局
地
的
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
被
害
が
増
え
て
い
ま
す

窓
に
た
た
き
つ
け
る
雨
の
音
に
お
び
え

い
つ
避
難
す
れ
ば
い
い
か
、
不
安
に
な
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う

今
回
、
国
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
見
直
し

避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
明
確
化
さ
れ
ま
し
た

局
地
的
豪
雨
や
台
風
へ
の
備
え

有
事
の
際
に
は
迅
速
な
行
動
を

平成 16 年 10 月９日　新野川
普段の水位は 50㌢程度の静かな河川が、
台風 22 号の豪雨により氾濫寸前になった

照　
会　
危
機
管
理
課　
☎
０
５
３
７
�
１
１
１
９

【災害警戒レベル別に応じた私たちが取るべき行動】

警戒レベル 私たちが取るべき行動

警戒レベル５ 既に災害が発生している状況で、命を守るための最善の行動をする

警戒レベル４
広域避難所などへの避難行動を開始する
災害が発生する恐れが非常に高い状況。避難所などへの避難が、かえって危険と自身が判断
する場合は、近隣の安全な場所への避難や建物内のより安全な場所へ移動する

警戒レベル３ 避難に時間のかかる高齢者などの要支援者は避難行動を開始する。その他の人は避難の準備
を開始し、自発的に避難する

警戒レベル２
ハザードマップや防災情報などで、避難場所や避難経路、避難のタイミングを再確認。情報
収集手段も確認し、避難に備え準備する

【情報収集】気象庁 HP, サイポスレーダー（県サイト）、地上デジタルテレビのデータ放送など

警戒レベル１ 防災気象情報などの最新情報に注意する
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松井善和さんがグランプリ

観光にレンタル自転車利用
観光施策に活用できるか検証

市内産の農畜産物や水産品などを認定する「御前
崎ブランド認定式」が４月26日、市役所で開催され、
御前崎つゆひかり、遠州夢咲牛、御前崎産アローマ
メロン、御前崎生かつお、御前崎クエの５産品がブ
ランド認定されました。御前崎ブランド認定委員長
の渡邊明三重大名誉教授は、「遠方の集客にも力を入
れて御前崎の良さを周知してほしい」と話しました。
６月には伊勢神宮の内宮に奉納される予定です。

スポーツ振興と観光オプションプランの造成のた
めに観光物産会館で５月３日から５日、市内周遊に
e-bike が活用できるか検証するレンタル自転車の
実証実験が実施されました。
大型連休で市を訪れた観光客が、電動アシスト機
能が付いたクロスバイクとマウンテンバイクを使い
海岸沿いや名所などを周遊後、走行コースや料金な
どに関するアンケートに答えました。

県温室農業協同組合静南支所が４月26日、春作
メロンの品評会を池新田公民館で開き、松井善和さ
ん（新神子区）のメロンが優等賞に輝きました。
品評会では、取引市場担当者などが審査員となり、
出展された30点のメロンの外観や食味などを審査
しました。同組合では同日、東海清風園へ慰問しメ
ロンを贈呈したほか、池新田幼稚園の年長園児を品
評会に招きメロンを提供しました。

新野左馬助公へ新茶を献上
茶業と郷土の発展を祈る

戦国時代に新野地域を治めていた武将、新野左馬
助公の遺徳をしのぶ「新野左馬助公献上茶式」が４月
27日、新野地区の左馬武神社で営まれました。
式典には、新野左馬助公顕彰会や茶業者、地域住
民ら55人が参列。同神社周辺の茶園で摘み取り製
茶された新茶500㌘を献上し、茶業と郷土の発展を
祈願しました。式典後は、献上した新茶でお茶を入
れ、参加者全員で献杯しました。

春作アローマメロンの品評会

５産品を御前崎ブランドに認定特産品で地域活性化を図る

掃海艇えのしまが市へ寄港
大勢の見物客でにぎわう

神奈川県横須賀近海を警備している機雷の掃海艇
「えのしま」が５月３日から２日間、御前崎港に寄港
しました。今回の寄港は、港のにぎわいを創出する
ために市が誘致し実現したものです。当日は入港歓
迎行事が執り行われたほか、船内の一般公開も催さ
れました。また、陸上自衛隊や海上自衛隊の装備品
を含む広報展示コーナーなども開設され、来場者は
２日間で約2500人にも上りました。

家庭の味や地場産品を販売
「よってかまい」が新装開店

新野地区のNPO法人「よってかまい」が運営して
いる食料品販売店が５月１日、地区内にある㈱西島
土木の旧会社事務所に移転しリニューアルオープン
しました。同店舗では、団体の主婦が手作りした惣
菜や弁当、ダイコンや米、かんきつ類といった地場
産品のほか、生活雑貨や駄菓子も販売されています。
また、地域交流や同地区の観光案内の拠点としての
機能も併せ持ちます。

浜中生につゆひかりを託す
京都・奈良で御前崎市を発信して

市と茶業振興協議会は５月７日、浜岡中学校で「つ
ゆひかり贈呈式」を開き、同校の３年生170人に御
前崎茶「つゆひかり」を手渡しました。生徒は、８～
10日にかけ京都と奈良へ修学旅行に出掛け、現地
で御前崎市の観光ガイドや御前崎茶「つゆひかり」を
配布して郷土の魅力発信に努めました。生徒会長の
鈴木颯太さん（大山）は、「明るく元気良く御前崎市を
PRしたい」と話しました。

安全な火の使い方を学ぼう
幼年消防クラブの結成式が５月７日、さくらこど
も園の年長園児44人を対象に実施されました。こ
の取り組みは、正しい火の使い方や消防署の仕事を
知ってもらい、火遊びなどによる火災の減少を目的
に実施されています。
松下貴幸消防長が「火は扱い方を間違えると危な
いので気をつけましょう」と呼びかると、園児は「火
遊びは絶対にしません」と元気よく約束しました。

大きな声で「火の用心」
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まちかど探訪
-Event of omaezaki-

御前埼灯台で「2019御前埼灯台まつり」が開催され、
市内外から大勢の人が訪れました。市民や観光客に御
前埼灯台とその周辺の魅力を発信することを目的に毎
年実施されています。

資料館では、御前埼灯台を守る会の会員が同灯台の
歴史や魅力、海岸の移り変わりを来場者に伝えました。

海の安全見守り続ける灯台

◀市内外から御前埼灯台を見ようと大勢の人が訪れた

５/３

「つゆひかりカフェ2019」が４月27日から５月12日
にかけて市内を中心に17会場で開催されました。こ
のイベントは大勢の人に、つゆひかりのおいしさや魅
力を知ってもらい、お茶に関心を持ってもらうことが
目的です。「38's カフェ」を訪れたお客さんは、「つゆひ
かりはまろやかでおいしい」と話していました。

つゆひかりの魅力を知って

◀つゆひかりやデザートを前に、みんな笑顔をみせる

４/27

高松幼稚園の園児を対象に高松公民館でスナッグゴ
ルフ教室が開催されました。スナッグゴルフは「やさ
しく」「正確に」「どこでも」「だれでも」というゴルフの
基本を学ぶことができるスポーツです。多くの園児が
初めて体験するゴルフに緊張しながらも興味をもち、
積極的にクラブを振る姿が見受けられました。

幼稚園児ゴルフに興味津々

◀スナッグゴルフに楽しそうに取り組む園児

4/26

御前崎中学校の１年生117人が、総合活動の一環と
して御前崎海岸の清掃活動に取り組みました。この活
動は天然記念物に指定されているアカウミガメの生息
地域を改善しながら仲間との親睦を深めることを目的
としています。生徒の手際よく笑顔で元気にゴミを拾
う姿が見受けられました。

アカウミガメの産卵地守れ

◀クラスの垣根を越えたスクラムで清掃に取り組む生徒たち

５/８

下岬区の曽根たかさんが、５月８日に100歳を迎え
栁澤市長が祝い状や花束を贈り長寿を祝いました。

現在も畑仕事やエビ漁の手伝いをするというたかさ
ん。食事も魚や肉、野菜など何でもよく食べるといい
ます。たかさんは「これからも家のエビ漁の手伝いを
頑張りたい」と抱負を語りました。

曽根たかさんの 100歳祝う

◀祝福を受け、うれしそうに会話するたかさん

５/９

御前崎地区にある居酒屋「加多世」では、高齢者の居
場所づくりを提供しています。この取り組みは、同店
のご夫婦が「高齢者の単身世帯や高齢者だけの世帯が
増えている中で、みんなで集まって交流できる場所を
つくりたい」と始めました。「居かまいか」は、１食500
円、毎月第３火曜日の11時から開催されます。

みんな加多世に居かまいか

◀同窓会のような雰囲気で楽しそうな来店者

４/14

浜岡中央児童館で、かしわ餅づくりと母の日プレゼ
ントづくりが開かれました。イベントには親子12組
39人が参加。参加者は小麦粉を使ったかしわ餅と石
けんデコパージュを作りました。子どもたちは、「お母
さんありがとう」の思いを込め、カラフルなスパンコー
ルやペーパークラフトを石けんに飾っていました。

お母さんいつもありがとう

◀「おいしくなあれ」と言いながら一生懸命作る参加者

４/27

久
くびしょう

々生海岸と鯱
しゃっちゃ

岩海岸で、「アマモ場と磯にくらす生
きもの観察会」が開かれました。実際に磯に出て魚や
カニを捕まえることで、海の生物に興味をもってもら
うともに、アマモ場の存在や大切さを認識してもらう
ために企画されました。参加者は体験を通じて、貴重
なアマモ場の現状や重要性を学びました。

アマモ場の生態と環境守る

◀アマモ場に生息する生物に興味津々な子どもたち

５/３

13 OMAEZAKI OMAEZAKI 12



Thu Fri SatSun Mon Tue Wed

６か月健康相談（Ｈ31.1月生）
受付９:00～９:10市役所西館３階
HIV・梅毒・B・C型肝炎検査【要予約】
骨髄バンクドナー登録【要予約】
☎0538�2253/9:30～11:00
中遠総合庁舎西館１階

こころの相談窓口【要予約】
☎0537�1121/13:30～16:00御前崎支所

こどもの健康相談
受付９:00～10:00
市役所西館３階

2歳6か月児歯科検診（Ｈ28.12月生）
受付13:00～13:10市役所西館３階
障がい等地域生活相談室【要予約】
☎0537�1121/9:00～16:00
研修センター２階

２か月児健康相談（Ｒ1.5月生）
受付９:00～９:10
市役所西館３階

3歳児健康診査（H28.6月生）
受付13:00～13:10市役所西館３階
一日ハローワーク
13:30～15:30市役所３階会議室

※の保険料はコンビニ納付できません。

7
おまえざき
くらしの
ダイアリー

July 2019
Omaezaki city
Useful Calendar

市・県民税（第１期）� ７月１日

介護保険料（第２期）� ７月１日
※コンビニ払い不可

池新田・高松地区の上下水道� ７月１日

今月の納期
（コンビニで納付できます）

●高齢者の介護・認知症に
　関する相談と問い合わせ
高齢者支援課�地域包括支援センター
☎0537�1167

●消費生活相談
9：00～17：00
月～金曜日〔祝日を除く〕
商工観光課

●母子手帳の交付　▶市役所西館
毎週火曜日　9：00～11：00
毎週木曜日　13：00～15：00
前日までに要電話予約
詳しくは☎0537�6666まで

平日夜間、日曜・祝日の急患診療
▶小笠掛川急患診療所

☎0537�1299　掛川市杉谷南１丁目１-30

    受付時間 19:00～21：30（平日）
　　　　　  ９:00～16：30
 （日・祝・12/30～1/3）

日曜・祝日の急患診療
▶榛原医師会　【市外局番】0548
　診療時間 9：00～17：00（日・祝）
　当番医はカレンダー内に記載

◎日曜・祝日・夜間診療については、
ご連絡の上、受診してください。

休日歯科診療
▶小笠掛川急患診療所
☎0537�1299　掛川市杉谷南１丁目１-30

　受付時間 9：00～11：30（日曜・祝日）

障がい等地域生活相談室【要予約】
☎0537�1121/9:00～16:00
研修センター２階

廣瀬医院（内・呼・循・小）
牧之原市相良174-1
☎0548�0006

ひきこもり・不登校支援相談室
【予約可】☎0548�5294
13:30～16:30

酒井内科医院（内・消）
牧之原市地頭方1丁目153-2
☎0548�1100

堀口外科医院（外・呼・胃・肛・整）
牧之原市大沢617-1
☎0548�5858

藤本クリニック（内・循）
牧之原市細江4436-1
☎0548�1200

中村医院耳鼻咽喉科歯科（耳）
牧之原市波津２丁目 -117
☎0548�0434

２歳児歯科検診（H29.6月生）
受付13:00～13:10
市役所西館３階

1歳6か月児健康診査（H29.12月生）
受付13:00～13:10
市役所西館３階

1歳児健康相談（H30.6月生）
受付９:00～９:10
市役所西館３階

こころの健康相談日【要予約】
☎0537�1121/13:30～16:30 
市役所３階会議室

権利擁護相談【要予約】
☎0548�5294/13:30～16:00
ふれあい福祉センターなごみ

弁護士司法書士心配ごと相談
13:00～15:00
浜岡福祉会館

弁護士相談
受付13:00～15:00
ふれあい福祉センターなごみ

こころの健康相談日【要予約】
☎0537�1121/13:30～16:30 
市役所３階会議室

すみれ相談（自死遺族の相談）
【要予約】☎054（286)9245
13:00～16:00
静岡県精神保健福祉センター

4
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21

28

1

8
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22

29

2 

9

16

23

30

3

10

17

24

31

ゴミ収集日 東町・本町 
早苗町 中町・大山 門屋

塩原・合戸 佐　倉 比木・新野 
朝比奈

上岬・下岬 
大山・西側

女岩・広沢 
新谷・薄原

中原・白羽 
白浜・新神子

可 燃 物 毎週月・木曜日 毎週火・金曜日
金 物 ２ 16 9 5 19 10 17 3
ガ ラ ス ９ 2 16 12 5 17 3 10
ペ ッ ト ボ ト ル 16 9 2 19 12 3 10 17

ビニール・
プラスチック類

プラマーク
あ　 り 金曜日（第２を除く） 水曜日（第２を除く） 月曜日（第２を除く）
プラマーク
な 　し 12 12 12 10 10 8 8 8

陶 磁 器 - - - - - - - -
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照　会　社会教育課　☎０５３７�８７３５

文芸
おまえざき

俳句　おまえざき俳句会

照　会　市立図書館アスパル　☎０５３７�８１８１

武田信玄に命じられて出された朱印状
白羽神社の社宝となっている武田家朱印状。朱
印状は３通あり、甲斐の武田氏がこの地を治めよ
うとして発給した文書です。
今回紹介するのは「信玄印判状」です。武田信玄
が駿河国へ進攻を開始してから５年目の元亀３年
（1572年）10月14日、武田家が奉行職の市河宮内助
に命じて土屋豊前守貞綱へ出させたものです。
信玄は元亀３年（1572年）10月３日、甲府を出発
し、伊那谷、天竜川沿いに下って遠江に侵入しま
した。信玄の勢いに徳川家康の領地であった白羽
の神主ならびに二の禰

ね
宜
ぎ
は、白羽神社を一時離れ

て退去しました。しかし「これまでの逃亡生活は許
すので早く白羽神社に帰り住んで、白羽神社の祭

さい

祀
し
などを従前のように執り行うべきである」と、信
玄が命じます。それを受け、市河宮内助が信玄の
意を体してぜひそうしてほしいと、この地を治め
る武田水軍の将である土屋豊前守貞綱に伝えた重
要な文書です。

１
、２
号
機
の
廃
止
措
置
に
お
け
る

解
体
撤
去
物
に
つ
い
て

浜
岡
原
子
力
発
電
所
１
、２
号

機
の
解
体
工
事
に
よ
り
約
45
万
㌧

の
撤
去
物
が
発
生
し
ま
す
。
そ
の

96
㌫
は「
放
射
性
廃
棄
物
で
な
い

廃
棄
物
」と「
放
射
性
廃
棄
物
と
し

て
扱
う
必
要
が
な
い
廃
棄
物（
ク

リ
ア
ラ
ン
ス
物
）」で
、
残
り
の
4

㌫
が「
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
」

に
な
り
ま
す
。

低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
は
、

含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
の
種
類
や

放
射
能
レ
ベ
ル
な
ど
に
よ
っ
て
、

放
射
能
レ
ベ
ル
が
比
較
的
高
い
廃

棄
物（
L1
）、
比
較
的
低
い
廃
棄
物

（
L2
）、
極
め
て
低
い
廃
棄
物（
L3
）

の
３
つ
に
分
け
ら
れ
、
処
分
す
る

地
中
の
深
さ
や
処
分
方
法
な
ど
も

そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
廃
棄
物
を
解
体
撤
去
す
る
に

は
、
事
前
に
残
存
す
る
放
射
性
物

質
を
化
学
薬
品
で
除
去・除
染
し
、

作
業
員
の
被
ば
く
低
減
や
低
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
棄
物
の
低
減
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

放
射
性
廃
棄
物
で
な
い
廃
棄

物
は
、
ビ
ル
の
解
体
撤
去
工
事

で
出
る
解
体
撤
去
物
と
同
様
に

廃
棄
や
再
利
用
が
可
能
で
す
。

２
０
１
９
年
３
月
末
時
点
ま
で
に

約
２
８
０
０
㌧
が
搬
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
物
は
、
放

射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
が
き
わ
め

て
わ
ず
か
で
、
国
の
認
可
・
確
認

を
得
て
、
一
般
の
物
品
と
し
て
再

利
用
ま
た
は
処
分
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
市
で
は
、
こ
の
解
体
廃

棄
物
へ
の
市
民
理
解
が
さ
ら
に
深

ま
る
よ
う
中
部
電
力
㈱
に
求
め
て

い
き
ま
す
。
次
回
は
、「
ク
リ
ア
ラ

ン
ス
制
度
」
に
つ
い
て
詳
し
く
紹

介
し
ま
す
。

監修／米田功

目
赤
く
し
て
干
魚
が
悩
ん
だ
日
の
出
来
事�

増
森
き
く
江

見
守
ら
れ
て
い
る
私
見
守
る
人
が
い
る
私�

増
森
き
く
江

平
成
最
後
の
満
月
群
雲
の
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル�

山
本　

英
子

探
し
物
見
つ
か
る
重
た
い
心
が
羽
に
な
る�

山
本　

英
子

で
こ
ぼ
こ
人
生
躓
い
た
っ
て
い
い
サ�

栗
林　

純
子

許
さ
れ
る
ウ
ソ
も
あ
る
は
ず�

栗
林　

純
子

転
が
っ
た
豆
が
春
を
呼
ん
で
い
る�

栗
林　

純
子

別
れ
の
涙
流
し
た
分
だ
け
強
く
な
る�

長
尾
美
喜
子

愛
の
声
掛
け
子
供
そ
れ
ぞ
れ
花
開
く�

長
尾
美
喜
子

病
魔
の
壁
勇
気
の
翼
で
飛
び
越
え
る�

長
尾
美
喜
子

孫
が
居
る
た
だ
そ
れ
だ
け
で
温
か
い�

増
田　

葉
子

春
が
き
た
よ
仏
壇
に
も
告
げ
て
お
か
ね
ば�

増
田　

葉
子

錆
び
た
ネ
ジ
掌
に
脳
の
こ
と
考
え
る�

小
野
田
重
代

疲
れ
た
日
「
母
さ
ん
の
詩
」
歌
い
続
け�

小
野
田
重
代

生
き
て
欲
し
い
母
へ
命
の
風
よ
明
日
も
吹
い
て�

中
嶋
み
ど
り

頭
の
中
の
宝
物
へ
は
泥
棒
は
来
な
い
ね�

中
嶋
み
ど
り

記
憶
を
辿
る
そ
こ
は
い
つ
も
幸
せ
の
居
間�

中
嶋
み
ど
り

う
わ
さ
話
買
い
物
袋
か
ら
こ
ぼ
れ
出
す�

鈴
木　

喜
夫

日
の
丸
は
戦
争
好
き
で
は
な
い
ゆ
っ
く
り
揺
れ
る�

鈴
木　

喜
夫

楽
し
い
話
丸
め
て
投
げ
た
ら
蝶
々
に
な
っ
た�

鈴
木　

喜
夫

●一般
○樹木希林さんからの手紙（著／NHK「クローズアップ現
代」＋「知るしん」制作班）
○思わず考えちゃう（著／ヨシタケシンスケ）
○なんとなく不調なときの生薬と漢方（著／工藤孝文）
○母のうた　美智子さまの御歌（著／田中章義）
○驚きの家庭菜園マル秘技58（著／「やさい畑」菜園クラブ）
○シーソーモンスター（著／伊坂幸太郎）
○帰還（著／堂場瞬一）
○呪護（編著／今野敏）
○探偵はぼっちじゃない（著／坪田侑也）
●子ども
○ゾクゾク！おばけのがっこうたんけん（文・絵／大木あきこ）
○サッカーの仕事（著／長谷川均　編／八尾剛己　原田哲郎　
岡本大）
○12才までに考えたい将来のこと（著／花まる学習会）
○マンガで覚える図解　手品の基本（監修／牧原俊幸）
○大渋滞（作／いとうみく　絵／いつか）
○初恋まねき猫（著／小手鞠るい）
○魔女裁判の秘密（作／樹葉　絵／北見葉胡）
○ぱぱぱぱぱんつ（文・絵／うえだしげこ）
○トマとエマのめいろのくに（作／大庭賢哉）

マジカルグランマ
　75歳を目前に再デビューし
た元女優の正子。しかし、夫の
死により仮面夫婦であることが
バレてしまい、さらに夫には多
額の借金が…。正子の姿を痛快
に描く老境エンターテインメン
ト。

著 /柚木麻子

体育のにがてを克服！小学生の運動上達のコツ 50
　ひとりでもできるさかあがり
のコツ、前転や側転をかっこよ
く決める方法…。楽しく体を動
かして運動能力を高める５種目
をたくさんの写真とともに紹
介。気をつけたいポイントやう
まく体を動かすためのコツも教
える。

Books

信玄印判状【元亀3年（1572年）】

「信玄印判状」書き下し文

御前崎市指定有形文化財
武田家朱印状

▲廃止措置で発生する解体撤去物の割合

全体物量
合計

約45万トン

低レベル放射性廃棄物
約4％（約2万トン）

クリアランス物
（再利用可能な　
　解体撤去物）
約17％

（約8万トン）

放射性廃棄物でない物
約78％

（約35万トン）
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しみず　かずほ（女岩区・40）
有限会社山精水産取締役。３代目で夫であ
る和臣さん（40）とともに伝統の味を守る。

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

今
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
第
71

回
全
国
蒲か
ま
鉾ぼ
こ
品
評
会
で
、
大
手
を

含
む
水
産
練
り
製
品
メ
ー
カ
ー
が

計
８
２
０
点
を
出
品
す
る
中
、
ゆ

で
も
の
・
卵
黄
も
の
部
門
で
山
精

水
産
の「
料
亭
風
仕
込
伊
達
巻
」が

最
高
賞
で
あ
る
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
。
取
締
役
の
清
水
一

秀
さ
ん
は
、「
初
め
は
信
じ
ら
れ
な

か
っ
た
。
こ
の
栄
誉
は
お
客
さ
ん

や
従
業
員
、
先
代
の
お
か
げ
」
と

話
す
。
山
精
水
産
は
約
70
年
前
に

創
業
。
も
と
も
と
鮮
魚
の
仲
介
人

を
し
て
い
た
が
、
水
揚
げ
の
少
な

い
時
期
の
仕
事
と
し
て
練
り
物
の

製
造
を
始
め
た
。
初
代
・
清
水
藤

吉
さ
ん
が
昭
和
41
年
か
ら
伊
達
巻

を
製
造
し
、
今
回
受
賞
し
た
同
商

品
は
平
成
５
年
頃
か
ら
製
造
し
て

い
る
。
そ
の
日
の
気
温
や
湿
度
に

よ
っ
て
塩
や
氷
を
入
れ
る
タ
イ
ミ

ン
グ
を
変
え
な
が
ら
石
臼
で
練
り

上
げ
る
。
そ
し
て
機
械
に
頼
ら
ず

熟
練
の
職
人
が
培
っ
た
経
験
と
集

中
力
で
１
本
１
本
心
を
込
め
て
手

巻
き
す
る
。
初
代
か
ら
受
け
継
い

だ
製
法
を
守
り
続
け
て
受
賞
し
た

商
品
は
同
社
の
他
商
品
と
比
べ
て

も
弾
力
が
あ
り
、
口
の
中
で
し
っ

と
り
と
し
た
食
感
と
ま
ろ
や
か
さ

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

伊
達
巻
を
身
近
な
存
在
に

「
商
品
を
手
に
取
っ
て
く
れ
た

お
客
さ
ん
に
は
あ
り
が
と
う
と
言

い
た
く
な
る
」
と
話
す
一
秀
さ
ん

か
ら
は
、
笑
顔
の
な
か
に
優
し
さ

が
感
じ
ら
れ
、
取
材
が
進
む
に
つ

れ
て
そ
の
人
柄
に
惹
か
れ
て
い
っ

た
。
そ
ん
な
一
秀
さ
ん
の
今
後
の

展
望
は
、「
も
っ
と
市
民
に
商
品
を

認
知
し
て
も
ら
い
、
伊
達
巻
を
身

近
な
存
在
に
し
た
い
。
タ
ン
パ
ク

質
が
多
く
入
っ
て
い
る
の
で
お
子

さ
ん
に
も
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
す
。
そ
し
て
、「
今
回
の
受
賞

の
喜
び
を
さ
ら
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

し
て
伊
達
巻
の
製
造
練
磨
に
努
め

た
い
。
伊
達
巻
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
練
り
製
品
が
食
卓
に
並
ぶ
こ

と
を
願
っ
て
い
る
」と
続
け
た
。

同
社
の
商
品
が
御
前
崎
の
名
物

と
し
て
広
く
知
れ
渡
る
の
も
遠
い

未
来
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

清し

水み

ず 

一か

ず

秀ほ

さ
ん

先
代
か
ら
の
伝
統
守
り
、
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
へ

伊
達
巻
を
市
民
の
身
近
な
存
在
に
し
た
い

山本貴美枝さん（一番左）。1945年生まれ。大山区在住。「御前崎エコクラブ」会長。
写真は御前崎の海岸に咲いていたイワトユリの花。

　
長
年
の
活
動
が
認
め
ら
れ
る

御
前
崎
港
の
一
画
に
あ
る
御
前

崎
エ
コ
パ
ー
ク
。
敷
地
の
広
さ
は

約
２・
５
㌶
で
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト

３
面
分
以
上
も
あ
る
。
こ
の
広
大

な
土
地
を
整
備
す
る
の
は
御
前
崎

エ
コ
ク
ラ
ブ（
山
本
貴
美
枝
代
表
）

だ
。
同
団
体
の
活
動
は
今
年
で
21

年
目
を
迎
え
る
。
今
回
、
長
年
に

亘
る
社
会
奉
仕
の
活
動
が
認
め
ら

れ
、４
月
29
日
に
栄
え
あ
る
緑
綬

褒
章
を
受
章
し
た
。

　
今
後
も
力
合
わ
せ
整
備
す
る

御
前
崎
エ
コ
ク
ラ
ブ
の
会
員
は

40
人
。
山
本
代
表
を
中
心
に
エ
コ

パ
ー
ク
を
笑
顔
あ
ふ
れ
る
公
園
に

し
よ
う
と
、
時
間
を
み
つ
け
て
は

公
園
に
足
を
運
ん
で
作
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
そ
ん
な
エ
コ
パ
ー

ク
に
は
、
シ
ラ
ス
網
で
作
ら
れ
た

ハ
ン
モ
ッ
ク
や
４
０
０
種
類
以
上

の
草
花
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
週

末
に
は
家
族
連
れ
が
四
季
折
々
に

咲
く
花
を
見
て
、
の
ん
び
り
と
過

ご
す
姿
が
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
会
員
の
人
脈
を
生
か

し
て
公
園
を
再
生
し
て
き
た
山
本

代
表
は
、「
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
整
備
す
る
こ
と
が
楽
し
い
」
と

笑
顔
で
話
す
。
ま
た
、
今
日
ま
で

エ
コ
パ
ー
ク
の
環
境
保
全
活
動
を

通
じ
て
会
員
や
港
湾
関
係
者
、
公

園
を
訪
れ
た
人
な
ど
、
数
え
き
れ

な
い
人
と
出
会
っ
て
き
た
と
い
う

山
本
代
表
。
な
か
で
も
青
森
県
の

人
は
、エ
コ
パ
ー
ク
を
訪
れ
た
際
、

同
団
体
の
活
動
に
感
銘
を
受
け
、

そ
れ
以
来
毎
年
り
ん
ご
を
送
っ
て

く
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、
門
屋
地

区
か
ら
バ
ス
に
乗
っ
て
来
て
く
れ

る
中
学
生
は
、
き
れ
い
に
生
え
た

草
花
や
整
え
ら
れ
た
施
設
を
み
て

「
将
来
は
私
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

や
り
た
い
」
と
言
っ
て
く
れ
て
い

る
と
う
れ
し
そ
う
に
話
す
。
山
本

代
表
は
謙
遜
す
る
が
、
同
団
体
が

多
く
人
の
心
を
豊
か
に
し
、
人
と

人
と
の
縁
を
生
み
出
し
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
だ
。

山
本
代
表
は
緑
綬
褒
章
の
受
章

に
対
し
、「
今
回
の
よ
う
な
形
に
残

る
賞
は
う
れ
し
い
が
、
多
く
の
人

と
つ
な
が
り
が
で
き
た
こ
と
が
な

に
よ
り
う
れ
し
い
。
会
員
の
年
齢

が
高
齢
化
し
て
い
る
た
め
未
来
を

考
え
る
と
大
変
。
そ
れ
で
も
明
る

く
元
気
で
健
康
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」と
話
す
。

こ
れ
か
ら
も
御
前
崎
エ
コ
ク
ラ

ブ
の
活
動
は
続
い
て
い
く
。
そ
し

て
多
く
の
人
と
縁
を
つ
な
げ
て
い

き
な
が
ら
、
人
々
の
心
と
エ
コ

パ
ー
ク
の
自
然
を
豊
か
に
し
て
い

く
で
あ
ろ
う
。

平成 31年 春の緑綬褒章を受章

御前崎エコクラブ

★ ★

▲ 
平成29年度 村おこし特産品
コンクールで審査員特別賞を
受賞した「しらすチップス」
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食のまちづくりを推進していきます
照　会　健康づくり課　☎０５３７�１１２３

　本市は、静岡県の最南端に位置し、気候は温暖で日
照時間は全国でもトップクラスです。さらに、遠州灘
や駿河湾、牧ノ原台地に囲まれている風土により水産
物や農畜産物が豊富に収穫できることから、農林水産
業は市の主要産業の一つになっています。
　一方、少子化などが原因で農林水産業の担い手不足
が深刻な問題となっています。また、流通や販売形態
の多様化、食生活の変化などにより、食を取り巻く環
境も大きく変化しています。これらに柔軟に対応し、
貴重な地域の食資源を守り、育てる取り組みが、現在
必要となっています。
　「食」は人が生きていく上で欠くことのできないもの
です。また、心と体を育むための貴重な要素でもあり
ます。健康で豊かな生活を送るためには、食を通じた
人づくりも重要になります。
　これらを「食のまちづくり」として、市、市民、事業
者、関係団体などが自ら参画し、協働して取り組むこ
とで、人も地域も輝く、魅力あふれる御前崎市をつく
ることを目的に条例が制定されました。

【基本理念】
①食を育む自然環境の保全
②食を通じた健康の維持管理
③食育の推進
④食を通した産業の振興
⑤地域の食文化と伝統の尊重および地産地消の推進
⑥食の安全性の確保
⑦市民などの自発的な取り組みの尊重と相互連携

市民

・関係課で連携した事業
・施策に応じた事業展開
・既存事業の発展期展開

行政

関係団体事業者
生産者

御前崎市生まれの食品を使用した
各種事業を展開する

海洋プラスチックごみ問題をご存じですか？
照　会　環境課　☎０５３７�１１６２

　現在の暮らしの中で、大半の製品に使用されている
プラスチック。そのプラスチックが今、世界で大きな
問題となっています。
　ポイ捨てされたプラスチックごみは、毎年800万㌧
が海へ流れ込み、世界の海には現在１億5千万㌧のプ
ラスチックごみがたまっているといわれています。こ
のままいくと2050年には、海にたまったプラスチッ
クごみが海にいる魚よりも多くなるという予測も出て
います。
　ごみの影響で海の生物にも影響が出ています。本市
の海岸で産卵するアカウミガメも例外ではなく、ビニー
ル袋を間違えて食べて死んでしまうこともあります。

　こうした問題を解決するためにみんなで「６R」に取
り組みましょう。
【６Ｒとは】
　リデュース（Reduce）	 無駄なごみを出さない
　リユース（Reuse）　	 くり返し使う
		リサイクル（Recycle）	 資源に戻し再利用する
　リフリューズ（Refuse）	 不要なものを断る	
　リターン（Return）	 製品の店頭回収や持ち帰り
　リカバー（Recover）	 	海岸や河川の清掃活動や街

中のごみ拾い
　６Ｒを徹底することがプラスチックごみを減らすこ
とにつながります。できることから始めましょう。

INFORMATION 情報掲示板

望まない受動喫煙防止を図るため、健康増進法が改正されました
照　会　健康づくり課　☎０５３７�１１２３

　健康増進法の一部を改正する法律が昨年７月に成立
しました。来年４月１日から全面施行となります。静
岡県では同改正を受け、前倒しして昨年10月23日に
「静岡県受動喫煙防止条例」を公布・施行しました。
　今回の法改正は、望まない受動喫煙を防止するため、
大勢の人が利用する施設などが、区分に応じて一定の
場所を除き喫煙が禁止になるというものです。違反す
ると罰則が科せられます。
　たばこの煙には、発がん性物質など、有害な化学物
質が200種類以上も含まれています。受動喫煙は、こ
うした有害な化学物質を含む副流煙などを他人が吸っ
てしまうことをいいます。望まない受動喫煙を防ぐた
め、喫煙する人はルールを守りましょう。

■敷地内禁煙の義務付け
　学校や病院、児童福祉施設、行政機関の施設は７月
１日から敷地内が原則喫煙となります。また、職場や
店舗、小規模店を除く飲食店など、大勢の人が利用す
る施設では来年４月１日から屋内禁煙になります。

■原則すべての飲食店の出入り口に標識掲示義務化
　飲食店は、４月１日から「禁煙」「分煙」「喫煙可」など
の標識掲示が義務化されました。全８種類。

■市役所庁舎などの敷地内を全面禁煙にします
　健康増進法と県条例の施行に伴い、７月１日から下
記施設を敷地内禁煙にします。加熱式タバコも対象。
対　象　市役所本庁舎、西館、研修センター、市消防
　庁舎、消防署白羽出張所の敷地内

私有地から張り出した樹木は所有者が責任持って管理してください
　市道に関する問い合わせ先・照会　建設課　☎０５３７�１１２２

　私有地から道路上に張り出した樹木などは、日常的
な雨や風の影響でも枝が折れたり、垂れ下がったりす
ることがあります。これらは、歩行者や自動車の視界
などを妨げ、重大な事故の原因となる恐れがあります。
道路上に張り出した樹木などの維持管理も土地所有者
の義務です。
　なお、張り出した樹木により事故が発生した場合は、
土地所有者が賠償責任（民法717条）を問われる可能性
があります。道路通行者だけではなく、自分自身も守
るために、私有地から樹木などが張り出していた場合
は、ご自身の責任で伐採をお願いします。
　事故を未然に防ぎ、安全に道路を通行できるよう、
皆さんのご理解とご協力をお願いします。
※民法717条、「土地の工作物の占有者及び所有者の責任」

国道・県道に関する問い合わせ先
　袋井土木事務所維持管理課
　☎０５３８�３２１５

　

✚

✚

✚
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INFORMATION 情報掲示板

後期高齢者医療保険料が変更になります
照　会　市民課国保年金係　☎０５３７�１１７１

　昨年度、後期高齢者医療保険料の均等割が９割軽減となっていた人は、本年度から８割軽減に変わります。
　低所得者への介護保険料の負担軽減が強化され、10月から年金生活者支援給付金制度も始まる予定です。

平成 30 年度

保険料の納付額（１割）

９割軽減

平成 31 年度

保険料の納付額（２割）

８割軽減➡
国の税制改正に伴い、国民健康保険税も変更となります

照　会　市民課国保年金係　☎０５３７�１１７１

■国民健康保険税の課税限度額を見直します
　国の税制改正により、国民健康保険税の医療給付費分の課税限度額が引き上げられます。

課税限度額
区分 改定前 改定後 増減

医療給付費分 54万円 58万円 ４万円
後期高齢者支援金分 19万円 19万円 －
介護納付金分 16万円 16万円 －
課税限度額合計 89万円 93万円 ４万円

■軽減対象世帯を拡大するため軽減判定所得基準額を見直します
　世帯主と国保被保険者、特定同一世帯所属者（※）の前年総所得金額などの合計が、下記金額以下の世帯は、国民
　健康保険税の均等割と平等割が定められた割合で軽減されます。
　▶均等割…国保被保険者数×均等割額　　　▶平等割…１世帯に対する金額

軽減措置改定
区分 改定前 改定後 改定箇所

５割 33万円+27.5万円
×（被保険者数+特定同一世帯所属者数）

33万円+28万円
×（被保険者数+特定同一世帯所属者数） 27.5万円→28万円

２割 33万円+50万円
×（被保険者数+特定同一世帯所属者数）

33万円+51万円
×（被保険者数+特定同一世帯所属者数） 50万円→51万円

※特定同一世帯所属者…国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行した人

御前崎の海を満喫しよう！マリンスポーツフェスタを開催します
照　会　社会教育課　☎０５３７�８７３５

　夏もすぐそこまできています。御前崎の夏といった
らやっぱり海ですよね。市では、マリンスポーツの楽
しさを大勢の人に知ってもらうために「マリンスポー
ツフェスタ」を開催します。
　大人気のバナナボート、カヌーや水上バイク、クル
ーザー、ヨット、スタンドアップパドルなどが無料で
体験できます。
　マリンスポーツフェスタは毎年開催されており、子
どもから大人まで楽しむことができるイベントです。
ぜひ、家族や友人とご来場ください。

日　時　７月14日㈰　９時～15時
場　所　御前崎港マリーナ（牧之原市新庄3043-4）
対　象　小学生以上
参加費　無料（無料駐車場もあります）
※天候などの影響で、中止となってしまう場合もあり
　ます。判断がつかない場合は電話でお問い合わせく
　ださいますようお願いします。衣服がぬれることが
　ありますので、タオルや着替えをご持参ください。

ＰＣＢ含有安定期所有者調査の未回答者に督促訪問します
照　会　環境課　☎０５３７�１１６２

　ＰＣＢ含有安定期所有者調査の未回答者に対する督
促訪問を令和元年６月から実施します。
　ＰＣＢとは、ポリ塩化ビフェニルと呼ばれる物質で、
人工的に作られた、	主に油状の化学物質です。電気器
具の絶縁油などとして、さまざまな工業製品に利用さ
れていましたが、有害物質と判明して以降、製造が禁
止されました。
　この調査は、事業所におけるＰＣＢが含有した「安
定器（照明器具）」、「変圧器やコンデンサー」、「その他の
廃棄物」の保有の有無を伺うものです。県が、平成30
年８月31日までの回答期限で調査依頼しました。
　今回は調査員が未回答者を訪問し、督促や聴き取り
を実施します。県が委託した事業者の訪問調査員は、
「静岡県」と記載された腕章を着用し、県が作成した身
分証明書を携帯しています。訪問調査員は今回の督促
訪問において、次のようなことをすることは、絶対に
ありません。
　▶調査料や処分料などの名目で金銭を要求すること	

　▶対象者の自宅に無断で上がり込んだり、照明器具
　　を調査したりすること（同意のもと、ラベルや銘
　　板の確認など、簡単な調査をする場合はあります）	
　▶所有者調査への回答をしないことにより罰則が適
　　用されるなど、脅迫まがいの行為をすること	
　▶不審な業者による訪問や電話があった場合は、警
　　察署やお近くの交番、県廃棄物リサイクル課へご
　　連絡ください。
連絡先
　菊川警察署☎０５３７�０１１０
　浜岡交番☎０５３７�３０４２
　県廃棄物リサイクル課☎０５４（２２１）３３４９

　

◀調査時に郵送された
　調査の封筒
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安定ヨウ素剤
事前配布説明会のお知らせ

照会　危機管理課☎０５３７�１１１９

【説明会日程】※説明会と同日に安定ヨウ素剤を事前配布を実施します

期　日 場　　所 受付時間 対象となる町内会

6月22日（土）

白羽小学校
体育館

（白羽3521-3）

9：00～10：30 上岬区
10：30～12：00 下岬区

12：00～13：00　受付を休止します
13：00～14：30 大山区
14：30～16：00 西側区
16：00～17：15 女岩区
17：15～18：30 広沢区

6月23日（日）

9：00～10：30 新谷区
10：30～12：00 薄原区

12：00～13：00　受付を休止します
13：00～14：30 中原区
14：30～16：00 白羽区
16：00～17：15 白浜区
17：15～18：30 新神子区

6月29日（土）
浜岡東小学校

体育館
（佐倉1403-1）

14：00～18：30 佐倉一区

6月30日（日）

9：00～12：00 佐倉二区
12：00～13：00　受付を休止します

13：00～16：00 佐倉三区
16：00～18：30 桜ヶ池

7月6日（土）

新野公民館
体育館

（新野789-1）

9：00～12：00 門屋
12：00～13：00　受付を休止します

13：00～16：00 塩原新田
16：00～18：30 合戸

7月7日（日）

9：00～10：30 朝比奈原
10：30～12：00 上朝比奈

12：00～13：00　受付を休止します
13：00～14：30 下朝比奈
14：30～16：00 新野西
16：00～17：15 新野東
17：15～18：30 新野南

7月10日（水）
比木公民館

体育館
（比木2852）

13：00～14：30 比木原
14：30～16：30 上比木
16：30～19：30 下比木

7月13日（土）

第一小学校
体育館

（池新田1520）

14：00～18：30 東町

7月14日（日）
9：00～12：00 本町

12：00～13：00　受付を休止します
13：00～18：30 中町

7月15日（月祝）

9：00～10：30 早苗町
10：30～12：00 大山

12：00～13：00　受付を休止します
13：00～18：30 大山

県と市では、万が一の原子力災害に備え、災害時に確実に安定ヨウ素剤を服用していただくた
め、安定ヨウ素剤を配布しています。対象となる人には個別に通知を郵送します。通知を確認後、
説明会へご参加いただきますようお願いします。

今回の安定ヨウ素剤の配布対象者
▶生後１カ月以上の人で安定ヨウ素剤を受け取っていない人
▶平成28年度と平成29年度に安定ヨウ素剤を受け取った人
※基準日は本年４月15日㈪です。基準日以降に転入、出生の人は来年度の配布対象となります。
　今回配布を希望する場合は、住民票などの転入や出生を証明できるものを持参し、説明会場
　の受付窓口で申し出てください。
※平成28年度と平成29年度に安定ヨウ素剤を受け取っている人は、薬剤の使用期限が切れる
　ため、新しい薬剤との交換になります。

安定ヨウ素剤の事前配布を受ける準備と持ち物
①郵送された通知に同封のチェックシートを記入し、当日持参する
②通知に同封されている整理券も持参する
③服用中の薬がある場合は、薬の名前が分かるもの（お薬手帳など）を持参する
④平成28年度、29年度に安定ヨウ素剤を受け取った人は、現在保管してある薬剤を持参する
　（紛失した場合は、受付でその旨を申し出てください）

説明会に参加する際の注意点
▶配布対象者本人でなくても、世帯代表者 (同一世帯で18歳以上の人）が世帯全員分の安定ヨ
　ウ素剤を受け取ることができます。対象者全員分の整理券、チェックシート、平成28年度と
　平成29年度に配布した使用期限の切れる薬剤をお持ちください
※代理受領を希望する場合は、代理受領者の身分確認書類（運転免許証や保険証など）をお持ち
　ください。説明会では、配布対象者全員の健康状態、既往症、服用中の薬の状況などを確認
　します。安定ヨウ素剤を代理で受け取る人は、事前に確認しておいてください。
▶何らかの理由で薬剤の受け取りを断った人については、通知が郵送されません。薬剤の配布
　を再希望する場合は、照会先へ連絡ください

① 受付 来場者の確認と使用期限切れの薬剤回収。できる限り指定時間に来場ください

② 説明 薬剤の服用上の注意などを映像で説明。既に映像をご覧になった方は省略可能

③ 確認 薬剤師や看護師、保健師がチェックシートの内容を確認します。必要に応じて医師が問診し、安定ヨウ素剤をお渡しできるか判断します

④ 配布 ③の結果、安定ヨウ素剤をお渡しできると判断された人に薬剤をお渡しします

当日の流れ

※対象の日程ではご都合が付かない時は、ほかの時間帯に参加していただいて構いません。
　事前連絡は不要です。
※所要時間はおおむね１時間程度です。映像を視聴済みの人は、おおむね30分程度となります。
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（前月比）

表紙の関連記事

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に

歯
周
病
検
診
受
診
し
よ
う

　
市
で
は
、
歯
周
病
の
予
防
や
早
期
発

見
の
た
め
、
対
象
年
齢
と
な
る
人
に
歯

周
病
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

期　
間　
6
月
1
日
㈯
～
9
月
30
日
㈪

対　
象　
4
月
1
日
現
在
で
35
・
40
・

　
45
・
50
・
60
・
70
歳
の
人

※
対
象
年
齢
の
人
に
は
受
診
券
の
ハ
ガ

　
キ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
記
載
事
項

　
を
確
認
の
う
え
、
契
約
歯
科
医
院
へ

　
予
約
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

照　
会　
健
康
づ
く
り
課　

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
２
３

地
域
医
療
に
つ
い
て�

み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う�

【
地
域
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
い
わ
た
】

日　
時　
7
月
21
日
㈰
13
時
30
分
～
15

　
時
30
分（
開
場
13
時
）

場　
所　
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田　
多
目
的

　
ホ
ー
ル（
磐
田
市
見
付
２
９
８
９
‐
３
）

定　
員　
２
０
０
人（
事
前
申
込
制
）

参
加
費　
無
料

申
込
先　
御
前
崎
市
地
域
医
療
を
育
む
会

　
市
立
御
前
崎
総
合
病
院
、
健
康
づ
く

　
り
課

申
し
込
み
・
照
会　
健
康
づ
く
り
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
２
３

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を�

�

受
診
し
ま
し
ょ
う

　
女
性
の
介
護
が
必
要
に
な
る
主
要
因

の
第
3
位
は
骨
折
・
転
倒
で
す
。
定
期

的
に
検
査
を
受
け
て
、
自
身
の
骨
量
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
御
前
崎
・
白
羽
地
区
在
住
者
は
総
合

　
が
ん
検
診
と
同
時
に
受
診
で
き
ま
す
。

対　
象　
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65

　
70
歳
の
女
性（
Ｈ
31
年
４
月
１
日
現
在
）

期　
間

　
①
御
前
崎
・
白
羽
地
区　
7
月
9
日

　
㈫
～
13
日
㈯
・
16
日
㈫
・
17
日
㈬
、

　
9
月
19
日
㈭
～
21
日
㈯

　
②
浜
岡
地
区　
7
月
29
日
㈪
・
31
日
㈬

　
8
月
1
日
㈭
・
2
日
㈮
・
5
日
㈪

場　
所　

　
①
御
前
崎
・
白
羽
地
区　
市
文
化
会
館

　
②
浜
岡
地
区　
笠
南
医
療
セ
ン
タ
ー

内　
容　
問
診
・
骨
塩
量
測
定（
X
線
）

検
査
費　
５
０
０
円

照　
会　
健
康
づ
く
り
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
２
３

経
済
セ
ン
サ
ス
・�

�

基
礎
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
調
査
目
的
は
、
①
産
業
分
野
に
お
け

る
事
業
所
の
基
本
的
な
構
造
を
全
国
、

地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
、
②
事
業
所

や
企
業
を
対
象
と
し
た
各
種
統
計
調
査

の
母
集
団
情
報
を
整
備
す
る
こ
と
で
す
。

　
調
査
は
、
調
査
員
が
市
内
す
べ
て
の

事
業
所
の
活
動
状
態
を
目
視
で
確
認
し

ま
す
。
新
た
に
把
握
し
た
事
業
所
な
ど

に
は
、
調
査
票
の
記
入
を
依
頼
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
調
査
票
の
内
容
は
、

目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

調
査
期
間　
６
月
か
ら
来
年
３
月

照　
会　
企
画
政
策
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
６
１

東
海
ア
ク
シ
ス
の�

�

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

内　
容　
学
校
説
明
、
学
生
の
体
験
発

　
表
、
模
擬
授
業
、
施
設
見
学
、
在
校

　
生
と
懇
談
会
、
個
別
相
談
な
ど
。
詳

　
細
は
照
会
先
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日　
時　

　
①
７
月
28
日
㈰
９
時
30
分
～
12
時

　
　
（
受
付
９
時
～
９
時
30
分
）

　
②
７
月
28
日
㈰
13
時
30
分
～
16
時

　
　
（
受
付
13
時
～
13
時
30
分
）

会　
場　
東
海
ア
ク
シ
ス
看
護
専
門
学
校

対　
象　
入
学
希
望
者（
保
護
者
同
伴
可
）

　
定
員
あ
り
、
申
し
込
み
先
着
順
。

申
込
方
法　
メ
ー
ル
や
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
で
申
し
込
み
。
受
付
時
間
は
平
日
の

　
8
時
30
分
～
17
時
15
分
。
参
加
希
望

　
時
間
、
氏
名
、
居
住
市
町
村
名
、
電

　
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
、
職
業
、

　
保
護
者
ら
の
同
伴
者
人
数
を
お
知
ら

　
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
６
月
21
日
㈮
～
７
月
19
日
㈮

申
し
込
み
・
照
会　
東
海
ア
ク
シ
ス
看

　
護
専
門
学
校　
総
務
課

　
☎
０
５
３
８
�
８
１
１
１

来
年
の
農
林
業
セ
ン
サ
ス��

統
計
調
査
員
を
募
集

　
調
査
は
、
農
林
業
の
生
産
構
造
や
就

業
構
造
を
明
ら
か
に
し
、
農
山
村
地
域

の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

内　
容　
調
査
票
の
配
布
や
回
収
な
ど

申
込
期
限　
７
月
12
日
㈮
ま
で

従
事
期
間　
12
月
中
旬
～
来
年
２
月
末

※
事
前
説
明
会
を
12
月
初
旬
に
実
施

募
集
人
数　
90
人

※
税
関
係
の
公
務
員
、
警
察
官
、
選
挙

　
活
動
に
従
事
し
て
い
る
人
は
対
象
外

申
し
込
み
・
照
会　
企
画
政
策
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
６
１

遊
休
農
地�
�

適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う

　
農
作
物
を
栽
培
し
て
い
な
い
農
地
は
、

保
全
管
理
を
し
な
い
と
雑
草
が
生
い
茂

り
、
鳥
獣
や
病
害
虫
の
巣
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
周
辺
農
地
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
適
正

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
自
分
で
管
理

で
き
な
い
場
合
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
な
ど
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

照　
会　
農
林
水
産
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
２
５

お
知
ら
せ

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　
市
役
所
で
は
、
大
学
・
短
期
大
学
・

高
等
学
校
な
ど
の
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
7
月
12
日
㈮

照　
会　
総
務
課　
　

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
３
２

（
福
）や
ま
も
も
福
祉
会
で��

職
員
を
募
集
し
ま
す

　
高
松
保
育
園
と（
仮
称
）や
ま
も
も
保

育
園
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
地　
高
松
保
育
園
ま
た
は（
仮
称
）

　
や
ま
も
も
保
育
園

募
集
人
数　
保
育
士
４
～
５
人
、
調
理

　
員
３
～
４
人
、
事
務
１
人

受
験
資
格　

①
保
育
士　
有
資
格
者
ま
た
は
資
格
取

　
得
見
込
み
の
人　
※
経
験
者
大
歓
迎

②
調
理
員　
資
格
不
問

③
事　
務　
パ
ソ
コ
ン
が
で
き
る
人

募
集
地
域　
御
前
崎
市
、
菊
川
市
、
掛

　
川
市
、
牧
之
原
市
に
在
住
の
人

期　
間　
６
月
20
日
㈭
～
７
月
20
日
㈯

試
験
日　
７
月
28
日
㈰

応
募
方
法　
電
話
連
絡
後
、
募
集
要
項

　
を
取
り
に
来
園
し
て
く
だ
さ
い
。

照　
会　
（
福
）�

や
ま
も
も
福
祉
会

　
高
松
保
育
園

　
☎
０
５
３
７
�
７
８
７
８

小
学
校
高
学
年
と
中
学
生��

医
療
・
介
護
現
場
見
学
会

　

小
学
５
、６
年
生
と
中
学
生
の
た
め

の
医
療
・
介
護
現
場
見
学
会
を
開
催
し

ま
す
。
見
学
会
で
は
専
門
職
の
話
も
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日　
時　
７
月
30
日
㈫
13
時
～
16
時

見
学
場
所　
市
立
御
前
崎
総
合
病
院
、

　
御
前
崎
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対　
象　
市
内
の
小
学
５
、６
年
生
と

　
中
学
生

参
加
費　
無
料

※
送
迎
が
必
要
な
場
合
は
、
最
寄
り
の

　
地
区
公
民
館
ま
で
送
迎
し
ま
す
。

照　
会
・
申
し
込
み　
御
前
崎
市
地
域

　
医
療
を
育
む
会
代
表　
阿
形

　
☎
０
９
０（
１
６
２
４
）０
１
３
９

介
護
者
教
室�

�

「
認
知
の
人
の
理
解
と
介
護
」

　
認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
中
で
の
不

安
や
疑
問
な
ど
を
専
門
医
の
先
生
と
一

緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

対　
象　
介
護
を
し
て
い
る
家
族
、
認

　
知
症
介
護
に
関
心
の
あ
る
人

日　
時　
７
月
23
日
㈫
12
時
45
分
～

　
14
時
30
分

会　
場　
市
立
御
前
崎
総
合
病
院
２
階

　
講
堂

照　
会　
高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支

　
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
６
７

日
本
の
た
め
に�

�

働
い
て
み
ま
せ
ん
か

　
防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
候
補
生
、
一

般
曹
候
補
生
、
航
空
学
生（
パ
イ
ロ
ッ

ト
コ
ー
ス
）を
採
用
し
ま
す
。

申
込
期
限　
７
月
１
日
㈪
～
９
月
６
日
㈮

　
自
衛
官
候
補
生
は
、
年
間
を
通
じ
募

　
集
し
て
い
ま
す
。
高
校
生
は
７
月
１

　
日
以
降
と
な
り
ま
す
。

【
採
用
制
度
説
明
会
】

日　
時　
７
月
20
日
㈯
、８
月
10
日
㈯

13
時
か
ら
16
時

場　
所　
研
修
セ
ン
タ
ー

※
詳
細
は
、
照
会
先
へ
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

照　
会　
自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部

　
袋
井
地
域
事
務
所

　
☎
０
５
３
８
�
３
７
１
７

市
立
御
前
崎
総
合
病
院
で��

花
摘
み
＆
コ
ン
サ
ー
ト

　
ひ
ま
わ
り
の
花
摘
み
と
御
前
崎
市
少

年
少
女
合
唱
団
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
を
お

届
け
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要
。

日　
時　
７
月
27
日
㈯

　
①
花
摘
み　
9
時
～
12
時

　
②
コ
ン
サ
ー
ト　
10
時
～
10
時
30
分

場　
所　
市
立
御
前
崎
総
合
病
院　

　
①
花
摘
み　
2
階
花
畑

　
②
コ
ン
サ
ー
ト　
2
階
講
堂

照　
会　
病
院
管
理
課　

　
☎
０
５
３
７
�
８
５
１
１

（令和元年5月末日現在の速報値）

初夏の風物詩といわ
れるホタル。市内でも
５月下旬ごろからホタ
ルが飛び交う光景が見
られました。写真は５月24日に「門
屋ホタルの里」で撮影したもの。日が
落ち始めるとホタルを見ようと大勢
の人が足を運んでいました。

年度初めの慌ただしい時期が過
ぎ、新しい環境に慣れてきた人も多
いのではないでしょうか。私は採用
されて２カ月がたちますが、なかな
かうまくいかないことばかり。それ
でも前任の Yさんに少しでも近づ
けるよう各号一生懸命つくっていき
ます。　� Ｒ

人　口 32,473（－25）
男　 16,465（－15）
女　 16,008（－10）

世帯数 12,105 （＋８）
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ま
ち
の
元
気
応
援
マ
ガ
ジ
ン

材料（４人分）
1メロンは種を取り、皮をむき、一

口大に切る。
2全ての材料をミキサーに入れて混

ぜる。
3グラスにそそぎ、ミントを飾る。

御前崎産メロ
ンで

　　　　メロ
ンラッシ－

６

増
ます

田
だ

沙
さ

波
なみ

ちゃん２歳
（佐倉二区）

髙
たか

塚
つか

仁
に

心
こ

ちゃん２歳
（上岬区）

塩
しお

見
み

心
こ

及
の

架
か

ちゃん３歳
（女岩区）

増
ます

田
だ

夢
ゆ

芽
め

菜
な

ちゃん１歳
（新谷区）

澤
さわ

入
いり

 梓
あずさ

くん１歳
（大山）

かわいい笑顔を募集します。

対 象： ８ 月 生 ま れ の １ 歳 ～ 

３歳児で、本コーナーへ掲載

されたことのない子

申込期間：７月８日㈪、９日

㈫の２日間、８時15
分～17時

（最大８枠。先着順
）

◆申込先：市役所総務課

  ☎０５３７�１１３２

“御前崎をたべ
よう！”

諸
もろ

井
い

怜
れい

也
や

くん１歳
（白羽区）

メロン 1/2個
プレーンヨーグルト…150㎖
牛乳……………………250㎖
氷…………………………４個
ミントの葉………………適量
※1人分： 118kcal

★御前崎市の特産であるアロ
ーマメロンは、外果皮近くま
で食べられる優れた熟し方が
特徴です！

スーパーで販売されているカットメロンでも作れます！

このコーナーは
ケーブルテレビでも
紹介されるよ


